なら を か 

斉藤平 太 は、 その 春、 櫓 岡の 町に 出て、 中学校と 農 

学校、 工学 校の 入学試験 を 受けました。 三つと も 駄目 

だと 思って ゐ ましたら、 どうした わけ か、 まぐれ あた 

りの やうに 工学 校 だけ 及第し ました。 一年と 二 年と は 

そろばん 

ど う やら 無事 で 、 算盤 の 下手な 担任 教師が 斉藤平 犬の 

通信簿の 点数の 勘定 を 間違った 為に 首尾よく 卒業いた 

しました。 

(こんな こと は 実に まれです。) 

卒業 するとす ぐ 家へ 戻されました。 家 は 農業で お 父 

さん は 村長で したが 平 太 はお 父さんの 賛成に よつ て、 

ところ うけお ひ 

家の 門の 処 に 建築 図案 設計 工事 請負と いふ 看板 を か 



けました。 

すぐに 二つの 仕事が 来ました。 一つ は 村の 消防 小屋 

と 相談所と を 兼ねた 二階建、 も 一 つ は 村の 分教場です。 

(こんな こと は 実に 稀れ です。) 

斉藤平 太 は 四日 かか つ て 両方の 設計図 を 引いて しま 

ひました。 

それから あちこちの 村の 大工た ち をた のんで いよい 

よ 仕事に か、 リ ました。 

斉藤平 太 は 茶い ろの 乗馬 ズ ボ ン を 穿き 赤ネ クタ ィを 

首に 結んで あっちへ 行ったり こっちへ 来たり 忙しく 両 

方 を 監督し ました。 



工作 小屋の まん 中に あの 設計図が 懸けて あります。 

ところが どうも を かしい こと はどう 云 ふわけ か 平 太 

が 行く とどの 大工さん も 変な 顔 をし て 下ば かり 向いて 

働いて なるべく 物 を 言 はない やうに したので す。 

大工さん たち は みんな 平 太 を 好きで したし 賃銭 だ つ 

てた くさん 払って ゐ ましたのに どうした 訳 か を かしな 

顔 をす るので す。 

(こんな こと は 実に 稀れ です。) 

平 太が 分教場の 方へ 行って 大工さん たちの 働きぶ り 

を 見て 居ります と 大工さん たち はくる くる 廻つ たり 

立 つ たり fl 出んだり して 働く のは大 へん 喻： K さう でした 



がどう 云 ふ 訳 か 横に 歩く のがい やさう でした。 

まれ 

(こんな こと は 実に 稀です。) 

平 太が 消防 小屋の 方へ 行って 大工さん たちの 働く の 

を 見て ゐ ますと 大工さん たち はくる くる 廻ったり 立 つ 

たり 屈んだり 横に 歩いたり する のは大 へん 愉快 さう で 

したが どう 云 ふ 訳 か 上下に 交通す るの がいや さう でし 

た。 

(こんな こと は 実に 稀です。) 

だんだん 工事が 進みました。 

うま 

斉藤平 太 は 人数 を 巧く 組み合せて 両方の 終る 日が 丁 

度 同じになる やうに や つ て 置きました から 両方 丁度 同 



じ 日に それが 終りました。 

(こんな こと は 実に 稀れ です。) 

終りましたら 大工さん たち はいよ いよ 変な 顔 をして 

ため息 を つ いて 黙って 下ば かり 見て 居りました。 

斉藤平 太 は 分教場の 玄関から 教員 室 へ 入らう としま 

したが どうしても 行けませんでした。 それ は 廊下が な 

かった からです。 

(こんな こと は 実に 稀です。) 

斉藤平 太 は ひどく がっかりして 今度 は 急いで 消防 小 

屋に 行きました。 そして 下の 方 をす つかり 検分し 今度 

は 一 一階の 相談所 を 見ようと しました がどうしても 一 一階 



はしご 

に 昇れませんでした。 それ は 梯子がなかった からです。 

(こんな こと は 実に 稀です。) 

そこで 斉藤平 太 はすつ かり 気分 を 悪く して そっと 財 

布 を 開いて 見ました。 

そしたら 三 円 入って ゐ ましたので すぐ その 乗馬 ズボ 

ン のま、 渡し を 越えて 町へ 行きました。 

それから 汽車に 乗りました。 

そして 東京へ 遁げ ました。 

東京へ 来たらお 金が 六 銭 残りました。 斉藤平 太 は そ 

の 六 銭で 二度 ほど 豆腐 を 食べました。 

ことば 

それから 仕事 を さがしました。 けれども 語が はつ 



ほど 余って ゐ ました。 

平 太 はいろ いろ 考 へた 末 一 一十 円の 大きな 大きな 革の 

トランク を 買 ひました。 けれども もちろん 平 太に は 

い つ ちゃうら 

一 張羅の 着て ゐる麻 服が あるば かり 他に 入れる やうな 

もの は 何もありませんで したから 親方に 頼んで 板の 上 

に 引い た 要らな い 絵図 を 一 一 一 十 枚ば か り 貰 つて ぎっしり 

それに 詰めました。 

ま 

(こんな こと はごく 稀れ です。) 

斉藤平 太 は 故郷の 停車場に 着きました。 

それから トランクと 一 緒に 俥に 乗って 町 を 通り 国道 

の 松 並木まで 来ました が 平 太の 村へ 行く みち は そこ か 



「おお、 みんな 革 だ※ 〔# 小 書き 平仮名ん、 229-1S ぞご 

「牛の 革 だん ぞご 

ひざ 

「あそ ごの 曲った 処ぁ 牛の 膝 かぶの 皮 だな ご 

なるほど 平 太 の大 トランクの 締金 の 処には 少し ま 

がった 膝の 形の 革 きれ もつ いて ゐ ました。 平 太 は 子供 

らの云 ふの を 聞いて 何とも 云へ ず 悲しい 寂しい 気がし 

て あぶなく 泣かう としました。 

舟が だんだん 近より ました。 

船頭が 平 太のう しろの 入日の 雲の 白び かり を 手で さ 

ける やうに しながら じ つ と 平 太 を 見て ゐ ましたが だん 

だん 近くに なって いよいよ その 白い 洋服 を 着た 紳士が 



平 太 だと わかる と 高く 叫びました。 

「お、 平 太さん。 待 ぢでだ あ※ 〔# 小 書き 平仮名ん、 

230-2U すご 

平 太 は あぶなく 泣かう としました。 そして トランク 

を 運んで 舟に のりました。 舟 はたち まち 岸 を はなれ 岸 

の 子供ら はま だ トランク のことば かり 云 ひ 船頭 もしき 

りに その トランク を 見ながら 船 を 滑らせました。 波が 

ぴ たびた 云 ひ 針金の 綱 はしん しんと 鳴りました。 それ 

から 西の 雲の 向 ふに 日が 落ちたら しく 波が 俄かに 暗く 

なりました。 向 ふの 岸に 二人の 人が 待って ゐ ました。 

舟 は 岸に 着きました。 



一 一人の 中の 一 人が 飛んで 来ました。 

「お 待ぢ 申して 居り あ※ 〔# 小 書き 平仮名ん、 230-2 し 

た。 お 荷物 は。」 

それ は 平 太の 家の 下男でした。 平 太 はだ まって 眼 を 

パチパチ させながら トランク を 渡しました。 下男 はま 

るで ひどく 気が立 つ て その 大きな 革 トランク をし よ ひ 

ました。 

それから 二人 はう ちの 方へ 蚊の くんくん鳴く 桑畑の 

中 を 歩きました。 

みち 

二人が 大きな 路に 出て 少し 行った とき、 村長さん も 

丁度 役場から 帰った 処で うしろの 方から 来ました がそ 
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